
工事名称  三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

工事場所  三原市下北方一丁目

工事内容 　本工事は、三原西消防署庁舎及び訓練塔の新築工事に伴う空調換気設備工事を行う。

【工事概要】

　　　空気調和設備工事

　　　換気設備工事

準　　則 公共建築工事標準仕様書(建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編)、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事

編・電気設備工事編・機械設備工事編)、建築物解体工事共通仕様書 （各 令和４年版　国土交通省官房官庁営繕部

監修）に基づき施工する。

別途工事 ・三原西消防署庁舎建設工事（建築主体工事）

・三原西消防署庁舎建設工事（電気設備工事）

・三原西消防署庁舎建設工事（給排水衛生設備工事）

支払条件等 　前払金及び中間前金払・部分払等の支払について、令和6年度は契約金額の10分の4以内の額とする。

関係法令等 本工事については、次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法、同施行令、同施行規則

・消防法、同施行令

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律、同法施行令、同法施行規則

・労働安全衛生法、同法施行令、同法施行規則

・建設業法、同施行令、同施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・石綿障害予防規則

・大気汚染防止法、振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律、同法施行令

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は、設計の大要を示すものであり、詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも完全に施工する

こと。

　別途工事の設計図書について、取り合いなどの整合を確認すること。

　施工に際して疑義が生じた場合、または軽微な変更を必要とする場合には、速やかに監理者と協議後、監督員の

指示により施工すること。ただし、これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。     

提出書類 　施工に先立ち、工事工程表、仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し、監督員の承認を受けること。

　商品名及び製造者名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

場合は、監督員の承諾を受けること。

　設計図書に定める品質及び性能を有することについて、証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けること。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後、令和8年1月26日をもって工期とする。

　このうち検査期間として13日間を見込んでいる。

工　事　仕　様　書   



留意事項 ・入札に先立ち、現地調査を十分に行うこと。質疑がある場合は入札前に確認すること。

・図面について、設計者からの設計意図等の説明が必要な場合は申し出ること。

・図面に明示されていない事項であっても、工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・作業日は、原則、月曜日から金曜日とし、土曜日及び日曜日は休工日とすること。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わない。ただし、

　あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

・本工事は「発注者指定型」による週休２日工事等の対象工事であり、実施にあたっては「三原市週休２日工事等

　実施要領」（令和６年４月１日制定）に基づき実施するものとする。

・工事着手前までに「週休２日工事」または「週休２日交代制工事」に取り組むことを工事打合せ簿にて提出する

　こと。

・「週休２日工事」または「週休２日交代制工事」である旨を工事現場に設置すること。

・週休２日を達成できなくなった場合は、その達成状況に応じて労務費の補正額を減額する。

・デジタル化を積極的に推進すること。

・紙資料の削減を目的として、電子機器の利用を主とすること。

・定例会の資料は、電子データとすること。

・受注者は各定例会の前日までに必要な資料を所定の場所に提出すること。

・作業時間は、近隣への騒音や振動等に配慮するため、全ての工事関係車両の出入り及び作業準備の開始を午前9時

　以降とし、片付け作業及び工事関係車両の退場を午後6時までに完了すること。

・北側県道を工事車両出入口とすること。北側出入口から西側へ搬出入すること。

・敷地北側県道の法面にあるコンクリート製階段は使用禁止とする。これを厳守するため，受注者は工事関係者に

　対し確実に周知すること。

・着手にあたり、工事着手前の周辺道路や近隣敷地の状況を写真等により記録しておくこと。

・近隣住民等の安全はもとより、丁寧な説明と施工により、関係者の理解と協力を得ながら実施すること。苦情等

　が発生した場合には誠意をもってこれに対応すること。

・工事関係者等の作業に関わる全員については、周辺住民への心遣いとして挨拶を徹底すること。

・近隣において、その他の工事が行われている場合は、取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・近隣住民等への支障を最小限とするため、騒音・振動・粉塵等の対策については最大限配慮した施工方法を採用

　すること。

・使用する建設機械については、原則、「低騒音型、低振動型建設機械」として国土交通省の指定を受けた機械を

　選定して使用すること。これが確認できる資料を施工計画書で示すこと。なお、事情により使用が難しい場合は

　監督員との協議を行うこと。

・解体工事・アンカー工事等の騒音・振動・粉じん等の発生が予想される工種については、施工時間及び施工方法

　等を最大限配慮した計画により作業を行うこと。

・粉塵の発生が予想される工事は、確実に散水を行う等して、周辺環境への粉塵飛散がないように作業をすること。

・施工箇所周囲の備品・機器等については、粉塵対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。養生や移動を行う

　場合は、事前に施設管理者へ説明を行い、了承を得ること。

・近隣家屋・敷地または周辺道路に対して、工事による汚れ・損傷・粉じん等を与えた場合は、受注者が責任をも

　って、速やかに清掃及び補修等を行うこと。誠意をもって対応し、原状復旧に努めること。

・周辺道路の保全及び清掃については常に注意を払って監視をし、定期的に清掃を行うこと。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のために、必要に応じて監督員が指示する範囲にバリケード等を設置すること。

・工事車両の通行については、近隣住民及び通学児童等の安全を最優先すること。

・工事車両は、幅員の広い道路の通行を基本とし、住宅地内などの狭い道を抜け道として使用しないこと。工事車

　両の周辺の通行経路については、工事着手前に発注者の了承を得ること。

・特殊車両の搬出入の有無については、工事着手前に発注者と確認すること。

・特殊車両の搬出入を夜間や早朝に行う必要がある場合は、発注者との協議の上で、事前に近隣住民等へ案内文の

　ポスティング等を行うこと。

・工事車両は、場内を5ｋｍ/ｈ以下で徐行すること。

・工事区域内の残置する設備配管・配線等については、事前に位置を確認してから作業を行うこと。事前調査記録

　を作成すること。

・受注者事務所、休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・台風や豪雨など自然災害の発生が予測される場合は、必要な対策を施すこと。また、現場巡視と災害防止対策を

　必要に応じて行うこと。

・工事に係る電気、水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。



・工事の要求に必要な仮設は、工事に含むものとする。

・設備機器の固定については、「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」の基準に基づいて検討し、監督員と

　協議の上、施工すること。

・請負契約の締結後から現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始

　されるまでの期間）については、現場代理人及び主任（監理）技術者の専任を要しない。なお、現場施工に着手

　する日については、監督職員との打合せにおいて定める。

・工事着手の時期については、別途発注の敷地造成工事（完成工期令和６年12月27日）の完了後を予定している。

・BELSの認証を取得するため、変更がある場合は仕様や能力に注意すること。

・BELSの認証再取得のための計算と認証取得を本工事で行う。計算等は入札設計時に行ったものをベースとして受

　注者が行う。必要な各種手続きは、受注者の負担により行う。

・工事に伴う官公庁等への手続きは、受注者により遅滞なく行うこと。この時、各種申請手数料等が発生した場合

　は受注者の負担とする。

・工程計画、取り合い工事及び工事用車両の出入り等については、当該別途契約の工事関係者と互いに協力し合い、

　相互の工事を考慮した上で十分調整し、工事の円滑な施工に務めること。

・足場、交通誘導員、工事関係者駐車場用地等は、建築主体工事に見込んでいるが、別途工事業者も使用できるも

　のとする。（維持管理上必要な費用は、各業者で協議の上分担すること。）

・本工事の外注資材、労務等の調達については、極力、三原市内に主たる営業所を有する業者に発注すること。困

　難な場合は、あらかじめ理由を添えて発注者の承認を受けること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお、本工事にシステム利用料金を見込む。

・工事書類については、工事中情報共有システムの決裁データ等を整理して、CD-R又はDVD-Rにて提出すること。

・書面での提出が必要なもの（完成図書、建退共の掛金収納書、試験結果、保証書 等）については、PDFを工事中

　情報共有システムで提出し、別に書面提出ファイルとしてまとめて提出すること。

・工事完了後、完成図として製本図面（二つ折り・A3版）を1部、及び縮小図面（二つ折り・A4版）を3部提出する

　こと。

・以下の設計図面は、A2判をA3判に縮小している。（縮小率約70.7％）
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Ⅰ　工事概要

特記仕様書

１．工事場所

２．建物概要

３．工事種目及び工事科目（ ・に○印の付いたものが対象工事）

建物別及び屋外

工事科目

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　目

・ 空気調和設備

・ 換気設備

・ 排煙設備

・ 中央監視設備

・ 自動制御設備

・ 衛生器具設備

・ 給水設備

・ 排水設備

・ 給湯設備

・ 消火設備

・ 厨房設備

・ ガス設備

・ 浄化槽設備

・ 撤去工事

・ 仮設工事

建物名称 構　造

章 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

　　　　　　　届出手続等

１　官公署その他への

２　関係法令等の遵守

４　環境への配慮

 　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

・ 特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

本工事の受注者は、完了検査（中間検査を含む）時に、特定行政庁（建築主事）が求める検査に必要な資料

（報告書等）を準備すること。

関係法令（条例等を含む）の改定等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合は、

その対応について監督職員と協議をすること。

・ 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日法律第104号）の対象建設

 　工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。

５　材料・機材等

６　電気保安技術者

９　施工調査

11　養　生

14　建設発生土の処理

15　埋め戻し土・盛土

16　機材の承諾図

　

工事現場におく電気保安技術者は、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

・ 　冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）　　　　　　 ・  （ 　　　　　　　　）

・ 　配管（配管工事）　・ 　建築板金（ダクト製作及び取付）　・ 　熱絶縁施工（保温工事）

・  設ける　　 ・ 既存の建物内の一部を使用する。　　・ 面積規模〈・ １０　・ ２０〉㎡程度

・  設けない

事前調査　　　・ 　本工事　　　・ 　別途

　　　　　　　　　　　　調査内容

・  別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で設置する。（改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。）

　　　・　内部足場等（　・　　　種　・　　　　種）

　　　・　外部足場等（　・　　　種　・　　　　種）

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

本工事に要する工事用電力・水及び官公署その他への諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

・　再利用をはかる

・　山砂の類

７　技能士の適用

８　監督職員事務所

10　足場その他

12　工事用電力･水･その他

13　工事用仮設物

・　根切り土の良質土（ただし　・ コンクリート管　　・　　　　　　　　　以外の管の周囲は山砂の類）

17　施工図等 工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及び

その複写図（製本１部）を監督職員に提出する。

ただし、製作図等で原図として提出できないものは、原図に代わるものとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

19　総合調整

完成図（製本）及び原図　　　・　提出要　　　

完成図を提出する場合は、下記によるほか監督職員の指示による。

・　本工事　　　　・　別途

　　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　　　　・　風量調整　　　・　水量調整　　　・　室内外空気の温湿度の測定

　　　　　・　室内気流及びじんあいの測定　　　・　騒音の測定

　　　　　・　飲料水の水質の測定

３　ばいじん量測定口

・ 下記表を許容騒音値以下とする。

煙道の直線部直径８０Φｍｍでフランジ付とする。

ガス焚きの機器が接続する場合は、水抜き用タッピングを設ける。

鋼板厚（　・　3.2mm　　　・　4.5mm　　　・　ＳＵＳＵ304製　　　・　3.0mm以上　）

　　　 （適用範囲は、長辺１,５００mm以下及び、常用圧力５００Ｐａ以下の低圧ダクトとする）

　・　コーナーボルト工法　(　・　共板フランジ工法　　　　・　スライドオンフランジ工法

　・　アングル工法

低圧ダクト

・　送風機（空調機等も含む）に近傍した吐出側ダクト　　　　　　・　外気取入れダクト

・　図示による。（図面に特記の無き場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。）

・　ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

　　また、ファンコイルユニットには、　・　　　　　　を設置する。

呼び径６５Ａ以上のストレーナーには、清掃時の水抜き弁を設ける。

図示の位置及び、次の位置に取り付ける。なお温度計は円形指示計（バイメタル式）とする。

・　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　ボイラーの温水管（返り）。

・　空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・　熱交換器の温水管（送り、返り）。

・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管。

空
気
調
和
設
備

完成図をＣＡＤデータにより作成する場合、保存形式、保存媒体及び作成範囲は監督職員の指示による。

注）貸与するＣＡＤデータは、当該工事における施工図又は完成図の作成以外に使用してはならない。

20　電動機

24　容量等の表示

　　　　　注1)　上層階・中間階の定義は,次のとおりとする。

　　　　　　　　　　上層階とは、　2～6階建の場合は最上階　　　 7～9階建の場合は上層2階

　　　　　　　　　　　　　　　　10～12階建の場合は上層3階　　13階建以上の場合は上層4階

　　　　　　　　　　中間階とは、地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階。

　　　　　注2)　機器種別の欄の「機器」は,防振設置機器,水槽類以外の機器を示す。

　　　　　　　　　　重要機器とは,以下の機器とする。

　　　　　　　　　　　・ ﾎﾞｲﾗｰ　　・ 冷凍機　　・ 冷温水機　　・ 冷却塔　　・ 中央監視装置　　

　　　　　　　　　　　・ 空気調和機（・ ﾕﾆｯﾄ形　　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）　

　　　　　　　　　　　・ 水槽類（・ 受水タンク　・ 高置タンク　・ 　　　　　）　

　　　　　　　　　　　・ 消火設備機器　　　・ 排煙設備機器　

非破壊検査等による埋設物の調査をする。範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

既設配管を含む部分の水圧試験　　・　要（方法及び圧力：　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　不要

地中埋設配管（排水管を除く）

　　　　　要の場合,地中埋設標は図示の箇所とする。

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い監督職員に報告する。

（　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

21　耐震措置

換気扇,圧力扇,及び標準仕様書に記載が無く,特記のない電動機の保護規格は,製造者規格による標準品と

してよい。

建築研究所　監修）」による。

地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じた物とする。

設計用水平地震力は,機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

22　非破壊検査

23　試　　験

25　地中埋設標等

26　配　　管

27　はつり

28　天井仕上区分

29　工事区分

30　塗　　装

　　　　　　　配　管：

　　　　　　　ダクト：

　・　多湿箇所は次による。　室名：

電線及びケーブルは、標準仕様書第４編１.５.１　表４.１.１１による。32　電線類

18　完成図等 １　設計温湿度

２　 内許容騒音

４　鋼板製煙道

５　ダクト

６　風量測定口

７　チャンバー

８　ダンパー

９　配管材料

10　弁　　類

11　伸縮管継手

12　防振継手

13　フレキシブルジョイント フレキシブルジョイントの種別　ファンコイル系統　・　内面合成ゴム製（外面ＳＵＳ304製、保温付）

　　　　　　　　　　　　　　　蒸　気　系　統　　・　ベローズ型（ＳＵＳ製）

　　　　　　　　　　　　　　　上　記　以　外　　・　合成ゴム製（水用）　・　ベローズ型（ＳＵＳ製）

14　ストレーナー

15　温度計

　　得て取り止める事が出来る。

※　熱源機器（冷凍機・チラー等）の盤内でデジタル表示され二重計測になる場合は、監督職員の承諾を

・　空気調和機(パッケージ形を含む)のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入れダクト及び

レタンチャンバー。

16　圧　　力　　計 図示の位置及び、次の位置に取り付ける。

・　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　熱交換器の温水管（送り、返り）。

得て取り止める事が出来る。

※　熱源機器（冷凍機・チラー等）の盤内でデジタル表示され二重計測になる場合は、監督職員の承諾を

17　瞬間流量計取付用ノズル 瞬間流量計取付用ノズルは下記の配管に設ける。

・　冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）

・　空気調和機の冷温水管（送り又は返り）

・　冷温水ヘッダーの各送り管

瞬間流量計設置形式は下記による。

・　固定形　　　・　着脱　　　　瞬間流量系（　　）組を備品とする。

・　超音波流量計を備品とする。

18　油面制御装置 制御盤には（　・　給油ポンプ制御　　・　満油警報　　・　遠隔警報　　・　電磁弁制御

・　返油ポンプ制御　　・　減油警報　　・　　　　　）の端子を設ける。

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とし、本工事とする。

19　絶縁継手 図示の位置に取り付ける。

20　保温及び消音内貼り 標準仕様書第2編3.1.4によるほか、次による。

・　還気ダクトの保温要（保温の厚さ　25mm、範囲は図示による）

・　外気ダクトの保温要（保温の厚さ　25mm、範囲は図示による）

・　消音内貼りの施工箇所は、図示したダクト及びチャンバー類とする。

・　膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。

・　建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。

・　空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。

・　冷媒管の保温の外装は次による。

一
般
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３　発生材の処理等について

４．工事範囲

・ 図示（工事範囲表による）

    （ ・に○印が付いたものが該当する。なお、改修の場合は既存設備概要を示す） 

方式及び種別 設　備　概　要

主要熱源機器

空調方式

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備の種類

ガスの種類

・ 外調機＋エアハン　　　　　　・ 外調機＋ファンコイル　　　　　・ 外調機＋ビルマルチ

・ 高置タンク方式　　・ 水道直結方式　　・ ポンプ直送方式　　・ 直結増圧方式

建物内の汚水と雑排水（・ 分流式　　・ 合流式（　　　　系統））

建物外　放流先

（１）汚　水　　・ 直放流下水管　　・ 浄化槽

（２）雑排水　　・ 直放流下水管　　・ 浄化槽

・ 屋内消火栓設備　　　　・ スプリンクラー設備　　　　・ 泡消火設備

・ 連結散水設備　　　　　・ 連結送水管設備　　　　　　・ ダクト消火設備

・ 液化石油ガス

　　　　　　 供給圧力　　　　Pa,　供給事業者名 ）

５．設備概要（本工事における工事種目ごとの概要を示すものであり、仕様を規定するものではない。）

Ⅱ　工事仕様
１．図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、次の・に○印が付いたものによる。

３．本特記仕様書の表記

(1) 項目は、番号に○印が付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、・に○印の付いたものを適用する。

　　　　　　　　・に○印が付かない場合は、※印が付いたものを適用する。

　　　　　　　　・に○印及び※に○印がついた場合は、共に適用する。

４．その他

(3) Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下、「グリーン購入法」という）に基づく「環境物品等の

　　調達の推進に関する基本方針」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

２．本工事に、電気設備工事、建築工事を含む場合、電気設備工事、建築工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。

　　　・　

※ 上記の工事種目及び工事科目のすべて

　　・ 配置する　　　　　　・ 配置しない

改修標準仕様書による他，下記による。

原則として、「機械設備工事機材承諾図様式集(令和元年版)」（国土交通省大臣官房官庁営繕部）に

よるものとする。

設計用標準水平震度

 ・ 特定の施設  ・ 一般の施設

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5 1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5 1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0 0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

屋上及び塔屋

上層階、

中間階

地階及び１階

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
機器種別

屋内露出

屋外露出 ・　保温化粧ケース（材質：　　　　　　　）　　　・　ステンレス鋼板

外　　　気

夏季

冬季

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB)

一　般　室

湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

対　象　室

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

ＮＣ目標値

一般居室等 会議室等室用途

ＮＣ４５以下

ＮＣ４０以下

ＮＣ３５以下

ＮＣ４０以下

ＮＣ３５以下

ＮＣ３０以下

ＮＣ５０以下

ＮＣ４５以下

ＮＣ４０以下

ＮＣ３０以下

ＮＣ２５以下

ＮＣ２０以下

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

提出様式

１部原図

・ ２部　　・　　部・ パイプ式ファイル製本

・　既存完成図の修正ＣＡＤデータ

・　有　　・　無貸与

・　要　　・　不要完成データの提出

・ 提出要　・ 提出不要

部　　数

構内に造ることが　（　・　できる　　・　できない　）

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人

建築、電気設備、機械設備などの工事区分は、図示の場合を除き「工事区分表」による。

次の範囲内の裸の亜鉛鉄板,配管（亜鉛メッキされたもの）,吊りボルトは塗装を行う。

31　保　　温

　・　共同構内の保温の種別は次による。

　　　・ フレキシブルジョイントを使用　　・ ボールジョイントを使用　　・ スリークッション

されたものは除く。

標準仕様書第２編によるほか、図面に記載のない場合は下記による。ただし、各工事種目で別に指定

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、図示のない場合，ダイヤモンドカッターによる。

・ 都市ガス（種別　　　,高位発熱量　　　　MJ/Nm ,低位発熱量　　　　MJ/Nm
3 3

建築基準法による 消防法施行令 耐震安全性の分類

別表第一の区分 （建築設備）延面積 （㎡）
階　数 備　考

・ 電気式　　　　　　・ 電子式　　　　　・ デジタル式　　　　・ 中央監視制御

ポンプ排水　　・ 有 （・ 汚物　　　・ 雑排水　　　・ 湧水　 ）　　・ 無し

 　分別解体・再資源化等の完了時に,以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　1) 再資源化等が完了した年月日

　　2) 再資源化等を行った施設の名称及び住所

(1) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は

 　 「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」による。

(2) 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　　 その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　　 アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は、発散が極めて少ない材料で設計図書の規定する

　　　 「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　  次の 1) から 4) を満たすものとする。

　　4) 1) の材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

　　　 難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　 アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、放散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(3) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は，次のとおりとする。

規制対象外

　　 ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築

材料以外の材料

　　 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

第三種

　　 ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(1) 本工事に使用する材料・機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

 　 有するものとする。

(2) 本工事に於いて別表－１に示す材料を使用する場合の材料・機材等の製造業者等は、次の1)から6)すべて

　  の事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

 　 を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

 　 但し,設計図書に製造業者名等が記載されている場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　　1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　　2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　　3) 安定的な供給が可能であること。

　　　4) 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものにあっては、

　　　　 システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること）

階

(1) 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

　　1) コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、

　　　 プラスチックテープを１／２重ね１回巻きを施す。

　　2) 保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないよう施工する。

　　3) 地中埋設部は、管を土壌に接触させないよう施工する。

　　4) 地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジを設ける。

　　5) ステンレス管に使用する６０Ａ以上の弁はステンレス鋼弁とする。

(1) 建築物導入部の変位吸収方法は,標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

(2) 溶接部の非破壊検査　　　・ 不要　　　・ 要（　　　　　　　　　　）

(3) ステンレス鋼管施工

(2) 設計用鉛直地震力は,設計水平地震力の１／２とする。

(1) 機器の据付及び取付け

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2) 空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレンタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには、

　　点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

(3) 外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

(1) 防煙ダンパー　　　標準仕様書によるほか、下記の通りとする。

　　　　　　　　　　　復帰方式　（　・　遠隔型（電気式）　　　　・　手元型　）

(2) ピストンダンパー　復帰方式　（　・　遠隔型（電気式）　　　　・　手元型　）

(1) 冷温水管　　　　　　　・　ＳＧＰ（白）　　　　　　　・　ＳＵＳ３０４ＴＰＤ

(2) 冷却水管　　　　　　　・　ＳＧＰ（白）

(3) 油管　　　　　　　　　・　ＳＧＰ（黒）

(4) 膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管　　　　　・　ＳＧＰ（白）

(6) 給水管　　　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＡ　　　　　　　・　ＨＩＶＰ

(7) 冷媒管　　　　　　　　・　断熱材被覆銅管（メーカー標準）

鋼管用伸縮継手の種別　　　・　スリーブ型（蒸気配管）　　　・　ベローズ型（蒸気以外）

　　　　　　　　　　　　　・　単式　　　　　　　　　　　　・　複式（場所は図示による）

防振継手の種別　　　　　　・　合成ゴム製（水用）　　　　　・　ベローズ型（ＳＵＳ製）

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

・ 木　　材

・ アスファルトコンクリート

特定建設資材廃棄物の種類 所在地再生資源化等をする施設の名称

分　　類 受け入れ施設名 受け入れ場所 搬出距離

施工図等 機器製作図 制御システム図 試験成績書 機器、配管固定の施工図 

・ 公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準仕様書」という）

・ 公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「改修標準仕様書」という）

　　　・ 公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和4年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準図」といu）

庁　舎　棟

訓　練　塔

Ｓ造

Ｓ造

２階

２階 新築

新築

庁　舎　棟 訓　練　塔 屋　外

・ 全熱交換器＋パッケージ　　　・ 全熱交換器＋ルームエアコン

・ 不活性ガス消火設備　　・ 屋外消火栓設備　　　　　　・ 訓練用消火栓

・ 冷温水発生機　　　　　　　　・ ターボ冷凍機　　　　　　　　　・ パッケージエアコン

・ 空冷ヒートポンプチラー　　　・ 水冷ヒートポンプチラー　　　　・ ルームエアコン

　　　　　　　　　　　　調査方法　　・　図示による　　・　目視及び打合せによる

　　　　　　　　　　　　調査範囲　　・　図示による　　・　工事対象範囲

　　　　　　　　　　　　調査項目　　・　既設状況他

(1) 地中埋設標　　　　・　要（　・　給水管　　・　ガス管　　・　消火管）　　　・不要

(2) 地中埋設テープ　　・　要（　・　給水管　　・　ガス管　　・　消火管）　　　・不要

成行

成行

34.9 ℃

-0.2 ℃

51 ％

70 ％

26 ℃

22 ℃

・　保温化粧ケース（材質：樹脂製　　　　）

　　　・ 消火管　　  ・　　　　　　・　  

１５項

・　構内敷きならし　　　　・　構内指定場所へのたい積　　・　構外搬出（約　３．６ km）

  　建設発生土
広愛産業株式会社
リサイクルセンター 南方字椿ヶ原２００７６

三原市本郷町
３．６ｋｍ

(5) 空調用排水管　　　　　・　ＳＧＰ（白）　　　　　　　・　ＶＰ　　　　・　保温付ドレンホース

１５項

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

三原市下北方一丁目



・　不要　　・　要（・　本工事　　・　別途工事）

・　水道直結部分　JIS又はJV　（・　10K　　・　　　）　・　その他の部分（・　5K　・　　　）

ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

― 002
機械設備工事特記仕様書（２）

Ⅲ　施工概要

衛生器具ユニット

換
気
設
備

１　ダクト 低圧ダクト

・　コーナーボルト工法（ ・　共板フランジ工法　　　・　スライドオンフランジ工法　）

　　（適用範囲は長辺１,５００mm以下及び、常用圧力５００Ｐａ以下の低圧ダクトとする）

・　厨房の排気ダクトは、ダクト内の点検が可能な措置を講ずる。

２　厨房排気ダクト 厨房排気ダクトはアングルフランジ工法とし、板厚は下表による。

　 厨房用丸型ダクト（住宅用は除く）

（単位）mm

ダクトの長辺 板厚（単位mm）

亜鉛鉄板 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

  750以下

  750を超え1,000以下

1,000を超え1,250以下

1,250を超えるもの

0.6以上

0.8以上

1.0以上

1.2以上
0.8以上

0.6以上

0.5以上

３　排気フード

グリス除去装置の方式　　　・　グリスフィルター　　　　・　グリスエクトラクター

フードの仕上　　　　　　　・　ミガキ　　　　　　　　　・　ヘアライン

フードの材質　　　　　　　・　ＳＵＳ４３０　　　　　　・　ＳＵＳ３０４

４　シールする排気

　　　　　　ダクトの系統 ・　浴室（シャワー室,脱衣室を含む）系統

・　厨房系統　　　　

５　チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

６　保　　温 次のダクトは保温を行う。

・　多湿箇所のダクト（保温の厚さ　　mm、範囲は図示による）

排
煙
設
備

１　排煙口・排煙ダンパー ・　電気式手動開放　　・　ワイヤー式手動装置

・　遠隔復帰　　　　　・　手動復帰

２　排煙ダンパー気密性能 ・　高気密ダンパー　　・　一般仕様

３　排煙風量測定

自
動
制
御
設
備

１　中央監視制御装置 ・　有（・　本工事　　・　別途工事）（・　新設　　・　既設）　　・　無

２　中央監視制御装置

　　　　　の構成・機能

別図（　／　）による。

３　電気計装用配線 電線及びＥＭケーブルは、標準仕様書第４編１．５．１表４.１.１１ 

衛
生
器
具
設
備

１　自動洗浄装置及び

　　　その組み込み小便器

洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄量が制御できるものとする。

２　自動水栓の電源供給方式

・　ＡＣ１００Ｖ　　・　乾電池　　・　自己給電

・　個別感知方式

３　和風大便器の

　　　　防火区画貫通処理

標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通部取り付け要領(二)(ｂ)）による。

４　衛生器具ユニット ユニットの配管材料は図示による。

５　洋風便器 節水形大便器の洗浄水量は、節水Ⅰ形は 8.5L/回以下とし、節水形Ⅱ形は 6.5/回以下とする。

（グリーン購入法における判断基準）

（グリーン購入法における判断の基準）

給
水
設
備

１　配管材料

２　量水器 ・　親メーター（・　貸与品　　・　　　　）　・　子メーター（・　買取り　　・　　　　）

３　量水器桝 ・　水道事業者指定品（・　貸与品　　・　買取り）　　・標準図ＭＣ形

４　絶縁継手 図示の位置に取り付ける。

５　弁　　類

６　管の地中埋設深さ 埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm  ・ 　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の部分は（ ・ 300mm  ・    　 ）以上とする。

７　引込納付金等 ・　不要　　　・　要（・　本工事　　・　別途工事）

排
水
設
備

１　配管材料

２　台所流し等の排水管 洗面器及び手洗器に直結する排水管は,器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上露出の部分の配管は,ビニル管でもよい。

３　満水試験継手 図示の位置に取付ける。

４　放流納付金等

給
湯
設
備

１　配管材料 給湯管（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

２　絶縁継手 図示の位置に取付ける。

・　水道直結部分　JIS又はJV　（・　10K　　・　　　）　・　その他の部分（・　5K　・　　　）

なお,保温の種別は標準仕様書第２編2.3.2、表2.3.5の　・ｈ（イ）　　・　　　　　　とする。

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。

標準仕様書によるほか、次による。

３　弁　　類

４　保　　温

ガ
ス
設
備

１　配管材料 ・　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

２　転倒防止等 標準図の（　・（ａ）　・（ｂ））による。

また、容器用固定具は鋼製、溶融亜鉛メッキ仕上げとし、鎖はステンレス製とする

３　メーター 親メーター（　・　貸与品　　・　　　　　）　　子メーター（　・　買取り　　・　　　　　）

撤
去
工
事

保温材は,配管・ダクト等より分離する。１　保温材

２　支持金物等 ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

３　石綿含有材料 下記の材料については施工前に、石綿含有材料の有無を調査し、監督職員に報告する。

石綿を含有する場合は、「建築工事における建設副産物管理マニュアル」に従い適切に処理する。

　　　ダクト用ガスケット

　　　配管用ガスケット

　　　たわみ継手

　　　配管エルボ部保温用成形練り材

石綿含有分析調査費　　　・　本工事　　　　　　　　　・　別途

石綿含有材料除去費　　　・　本工事　　　　　　　　　・　別途

４　発生材の処理 ・　金属類（　・　機器類　　・　ダクト　　・　配管　　・その他の金属）の処理は

　　（　・　発注者（施設管理者)に引き渡し　　・　構外搬出適切処理）とする。

・　特別管理産業廃棄物（　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　）の処理は

　　（　・　別途　　・　構外搬出適切処理）とする。

・　石綿含有産業廃棄物（　・　配管用成形保温材　　・　フランジ用ガスケット）の処理は

　　（　・　別途　　・　構外搬出適切処理）とする。

・　上記以外のもの　　（　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　）の処理は

　　（　・　別途　　・　構外搬出適切処理）とする。

５　冷媒(フロン類)の回収 ・　本工事　　　・　別途

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により次の書類を監督職員に

提出する。

・　特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

・　フロン回収行程管理表（破壊処理を含む）の写し

（　　　　）％具備する。

そ
 
の
 
他

１　予備フィルター

２　点検口

空調機、ファンコイル、室内機、全熱交換器等のフィルターは予備フィルターを備品として

点検口の裏には用途が判別できる文字等を記載すること。

別表－１　一般共通事項３に該当する材料・機材等

鋼製ボイラー

鋼製小型ボイラー

鋳鉄製ボイラー

鋼製簡易ボイラー

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

チリングユニット（空気熱源ヒートポンプユニットを含む）

直だき吸収冷温水機

小形吸収冷温水機ユニット

遠心冷凍機

冷却塔

ガスエンジン式パッケージ式空気調和機

コンパクト形空気調和機

パッケージ形空気調和機

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

ユニット形空気調和機

エアフィルター（パネル形，折込み形，袋形）

自動巻取形エアフィルター

電気集じん器

全熱交換器（回転形，静止形）

消音ボックス付送風機

軸流送風機

斜流送風機

遠心送風機（多翼形送風機）

立形遠心ポンプ

水中モーターポンプ（汚水用，雑排水用，汚物用）

横形遠心ポンプ

風量ユニット（定風量，変風量）

自動制御システム※１

注　※１　システムとして機能するものとして、システムの構築能力及び現場での施工体制を確認する必要のあるもの。

FRP製パネルタンク

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

厨房システム※１

マンホールふた・弁桝ふた

スプリンクラー消火システム※１

不活性ガス消火システム※１

泡消火システム※１

消
火
設
備

１　配管材料

２　屋内消火栓開閉弁 ・　10K　　・　　　　　　

３　地中埋設管の接合 外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。

・ 屋外露出部分　　・ 有（・ ｅ２ ・ (ハ) ・ Ⅶ　　　・　　　　　　）　　・ 無４　保　　温

厨
房
設
備

１　機器の寸法

２　機器の機能等

概略寸法とする。

図示による。

浄
化
槽
設
備

１　形　　式

２　測定表

・　ユニット形　　　・　現場施工形

一定期間経過後、放流水質性能等を記入した測定表を提出する。

　 厨房用角型ダクト（住宅用は除く）

（単位）mm

ダクトの長辺 板厚（単位mm）

亜鉛鉄板 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

1,800を超えるもの

1,200を超え1,800以下

  450を超え1,200以下

  450以下 0.6以上

0.8以上

1.2以上

1.0以上
0.8以上

0.6以上

0.5以上

追補版を含む）の排煙風量の検査方法に準じる。

建築設備定期検査業務基準書 平成26年版（一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター）（平成31年1月の

・　臭化リチウムは再生証明書の写し

屋外・屋内露出の配線は、図示がなければ金属管配線とする。

天井隠ぺいの配線は、図示がなければケーブル配線とする。

(2) 屋内地中配管　　・　ＳＧＰ－ＶＤ　　　　　　　・　ＨＩＶＰ

(3) 屋外埋設配管　　・　ＳＧＰ－ＶＤ　　　　　　　・　ＰＥ

(4) 厨房、浴室等のシンダー内配管　　・　ＨＩＶＰ　　　　　　　　　・　ＰＥ

(1) 屋内汚水管　　　　　　・　ＤＶＬＰ　　　　　　　　　・　ＶＰ

(2) 屋内一般雑排水管　　　・　ＤＶＬＰ　　　　　　　　　・　ＶＰ

(3) 屋外埋設配管　　　　　・　ＶＰ

(4) ポンプアップ管　　　　・　ＳＧＰ（白）　　　　　　　・ＨＩＶＰ

(6) 管の接合　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）の接合には、標準仕様書第２編2.1.2.6

　　　　　　　　　　　　　　　によるMDジョイントを使用しても良い。

(1) 屋内消火栓　　　　一般配管　・　ＳＧＰ（白）　　　　　地中配管　・　ＶＳ

(2) 連結送水管　　　　一般配管　・　ＳＴＰＧ３７０Ｓｅｈ４０（白）

(3) 　　　　　　　　　一般配管　　・　　　　　地中配管　　・　　　

・　アングル工法　　　　 ・　スパイラルダクト

(5) 量水器までの引込配管は水道事業者の指定（　・　ＰＥ　　　　　）による

(5) 屋外排水管　　　　　　・　ＶＰ　　　　　　　　　　　・　ＶＵ（１２５Ａ以上）

・　ＳＵＳ３０４ＴＰＤ　　　　　　　・　鋼管（Ｍ）　　　　　・ＳＧＰ－ＨＶＡ

・　液化石油ガス　（１）屋内　・　ＳＧＰ（白）　　（２）地中　・　ＰＥ

(1) 一般配管　　　　・　ＳＧＰ－ＶＡ　　　　　　　・　ＳＧＰ－ＶＢ　　　　　　　・　ＨＩＶＰ

　・　広島県工事中情報共有システムを利用すること。

　・　ＺＥＢ対応施設であり、ＺＥＢの補助金を受けるにあたり補助申請の補助を行うこと。

　・　外構部分の土は深さ１ｍ以下は大型礫とし、監督員と協議の上適切な方法で掘削すること。

・　外気取入れダクトの保温要（保温の厚さ２５mm）

・　全熱交換器用のダクトの保温要（保温の厚さ２５mm）

Ⅳ　さく井工事概要

１．さく井工事　施工計画

準備

掘さく工

ケーシング挿入

揚水試験

片付け

報告書提出

　　作業フローチャート

・さく井位置確定

・さく井機械の設定

・運搬の準備

・機械・諸仮設の搬入、組立

・残泥土処理

・水質・水量確認

・掘さく作業

・地層変化判定（スクリーンパイプの位置決定）

・ケーシングパイプ（スクリーンパイプ）の準備、加工（材料の規格）

・材料搬入（確認）・ストレーナー加工（延長）の立会

・ケーシングパイプ（スクリーンパイプ）の挿入

・砂利充填、遮水工、孔内洗浄

・さく井機械撤去

・試験ポンプ据付

・揚水試験（３日程）

・水質試験

・試験ポンプ引揚げ撤去

・揚水試験結果

・ポンプ設置について

・土質断面柱伏図

・水質検査成績表（掘削・ケーシング挿入・揚水試験）状況写真

・検尺立会写真（Ａ４版２部）

２．さく井工事　施工方法

　　ａ．準備

　　さく井機械の選定

　　さく井機械は、ＫＯＫＥＮの形式ＫＭ－１５Ｂを使用する。

掘さく能力 ｍ

mm

回転数

スラスト

ストローク

ス
ピ
ン
ド
ル

内　径 mm

rpm

Kgf

mm

Low３０　２nd６５　Top１３０　Rev２３

９３

ピット径 １５０～１０００

　５０～２００深度

押下げ４,５００　押上げ５,８２０

６００

巻上能力

スライドストローク

機械寸法（Ｌ×Ｗ×Ｈ）

重量（除原動機）

kgf

mm

mm

kgf

kw-p

ps

原　動　機

３,０００

４９０

２,２３０×１,１４０×１,５５０

１,４００

モーター　１１ｋｗ-４ｐ

エンジン　３０～４０

　　コンプレッサーは、吐出し量２１.５/ｍｉｎ、吐出し圧は１２ｋｇ/ｃｍ2を１台使用します。

　　運搬の準備

　　　　①　運搬経路の確認を行う。（現場の状況確認等）

　　　　②　さく井機械、仮設及び工具の点検を行う。

　　機械・諸仮設の搬入、組立

　　　　さく井機械を所定の位置へ設置し、孔心の芯出しを行う。

　　ｂ．掘削工

　　　　新設井戸掘削作業は、ロータリー式油圧フィールドボーリング機械を使用して掘削し、掘削工法は

　　　　ダウンザホールドリルを使用して打撃掘削にて行う。ダウンザホールドリルは、ロッド内に高圧エアーを送り下部の

　　　　ドリル本体先端に装着したボタンビットの打撃によって掘削するもので、発生したスライムはエアーによって口元まで

　　　　ブローアップして排除することができる。岩盤砂礫ボーリングで最もスピーディーな工法である。

　　　　又、岩盤中に帯水している地下水も一緒に吹き上げるので地下水の増加量もリアルタイムに把握できる便利な工法である。

　　ｃ．スクリーン挿入及び孔内洗浄

　　　　ボーリング掘削時の情報と帯水状況の計測データーを総合的に判定し、スクリーンの位置を決定する。

　　　　スクリーンはＶＰ管にスリット加工を施し、これをネジでつなぎながら孔底におろしていく。

　　　　この後、現場の状況により仕上剤等による孔壁の洗浄をコンプレッサーによるエアーリフト方式で行う。

　　　　又、遮水工（上水止設置）帯水状況に合わせ設置する。材料は川口エース工業株式会社のナイスシールＢ型またはＤ型を使用し

　　　　を締め付け固定します。

　　　　管径にあわせて切断し、平坦な面を内側にして巻き付け、両端をビニールテープで押さえ、さらに＃１６番程度の番線でその上

　　ｄ．揚水試験・水質検査

　　　　完成した水井戸の能力を測定するため連続揚水試験を３日間行い、揚水量の測定、運転水位の変動を記録し提出する。

　　　　又、揚水中に採取した原水を公的機関に依頼し水質検査を行う。

　　ｅ．片付け

　　　　現場に持ち込んださく井機械及び仮設備等を撤去する。

　　　　現場の周辺に注意し、交通事故等無いように心がける。

　　ｆ．報告書作成（Ａ４版　２部）

　　　　揚水試験結果、土質断面柱伏図及び水質検査成績表を報告書にする。

100mm程度

2mm 50程度

100程度

315

50程度

４ｍもの

ＶＰ１００

100程度

225

ネジ加工　山のピッチ　インチ４山

ケーシングパイプ（スクリーンパイプ）推定図

ｽﾘｯﾄの設定は地層により決定する

溝幅　1.5mm～2.5mm

長さ　100mm～150mm

(塩ﾋﾞ管)開孔率　3～5%マデ

ｽﾘｯﾄ加工の標準

スリットはチドリに配置

スリット加工溝幅　２.０ｍｍ

ｽﾘｯﾄ全体8方向(148箇所)

315mm離れている方(4方向)

穴数(1方向　18箇所)

225mm離れている方(4方向)

穴数(1方向　19箇所)

ｽﾘｯﾄ開孔率3%

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

　・　三原西消防署庁舎　空調換気設備工事一式。
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ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｎ

1/500

計画場所：広島県三原市下北方一丁目
316－2、375－1、370－1、321－1

案内図・付近見取図

Ｍ

003

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

1/200A2：

A2の71%

北側立面図 西側立面図

【庁舎棟】立面図

南側立面図

三原西消防署

東側立面図

Ｍ

004

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



▽平均GL

ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

1/200
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三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



JOB.No DATE TITLE DWG.NoＮＯＴＥ
株式会社 あい設計 福山支社

- -
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

SCALE
設
計
者

一級建築士 一級建築士
寺川 智也 A2：

第340646号 第350767号
A3： A2の71%佐藤　彰洋 行保　公嗣

Ai2019.11.1

1/100

南面立面図 東面立面図

北面立面図 西面立面図

【訓練塔】立面図

Ｍ
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三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



▲平均GL

ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

A3：

- -

一級建築士 一級建築士
設
計
者

第340646号

佐藤　彰洋

Ai2019.11.1

寺川 智也

行保　公嗣

第350767号
A2：

A2の71%

一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

株式会社 あい設計 福山支社

1/100
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三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



トイレパックの場合はＰ

○

○

○

軽量鉄骨天井・壁，

Ｅ

ＮＯＴＥ TITLEDATEJOB.No

2019版

DWG.No

SCALE
設
計
者

一級建築士 一級建築士
寺川 智也

第340646号 第350767号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

株式会社 あい設計 福山支社
- -

浄化槽本体はＭ

タンク本体はＥ又はＭ

自家発用はＥ，
熱源用はＭ

トレンチ内架台等は
Ｅ又はＭ

項　　目 内　　　　容

工事区分表

ＡとＥとの区分は図示

屋外基礎は個別エアコン
基礎を除く

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

防火区画，防煙区画

項　　目

工場施工部分

現場施工部分

衛生器具ユニット及び

切り込みはＡ

項　　目 内　　　　容

電源，アースはＥ

電極棒はＭ

２次側

１次側

エアコン，湯沸器等

エアコン，全熱交換器等

熱源用はＭ
自家発用はＥ，

マルチ形ACPの場合の

電気錠等，

項　　目 内　　　　容

自動扉，電動シャッター，

電気配管・配線

備　　考備　　考備　　考Ｍ 備　　考 Ａ Ｅ Ｍ Ａ Ｅ Ｍ Ａ Ｅ Ｍ

雨水利用配管（ストレーナーまで）

雨水利用配管（ストレーナー以降）

煙突底部排水目皿・排水管

煙道接続用スリーブ

発電機室から煙突までの排気管

煙突

ピット形の躯体・砂充てん

ユニット型浄化槽本体・配管・据付等

タンク室の躯体・乾燥砂充てん

オイルタンク本体・配管・据付等

配管トレンチ及びふた

トラフ・ピット類（ふたを含む）

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

２重ピット及びトレンチのマンホールふた

チェーンブロック

機器搬入用フック・ビーム

点検口（天井・床下・壁）

排煙口等の天井仕上材

消火器ボックス

配線調査（X線探査含む）

駐車場ガソリントラップ（コンクリート造）

植栽及び客土

屋上緑化

雨水配管

ルーフドレン

くつ洗い流し部排水金物・排水管

表面仕上げ

湧水・汚水ピット，ＲＣ造各種水槽及び防水，
マンホール，タラップ等

くつふきマット，玄関マット，自動扉マット部
床排水金物（目皿共），排水管

桝・マンホール及び同ふた

桝・マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝・マンホール

桝・マンホール・ハンドホールの化粧上ふたの

排水公設桝・マンホール

桝・マンホール・ハンドホール及び同ふた

避雷設備・同接地

避雷導体間の接続

屋外雨水排水

屋外雑排水及び屋外汚水排水

たてとい及び横引配管

予備スリーブの穴埋め

ALCパネル・ECP・PCパネルの床・壁開口及び補強

屋外・屋上設置の基礎

屋内設置の基礎（建築設計図に記入あるもの）

屋内設置の基礎（設備設計図に記入のあるもの）

太陽電池アレイ用架台（支持金物）

屋内受水タンク用の基礎

機器取り付け用アンカー及び架台

軽微なもの
屋上設置基礎で押えコンクリートにアンカーしない

昇降路・機械室の躯体

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室の床配管ピット・蓋

機械室・昇降路内換気設備

昇降路内ピット防水・集水桝

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

機械室マシンビーム受け梁の設置

巻上機周囲のチェッカープレート敷

点検用タラップ

乗り場敷居受け

EV内監視カメラ及び監視カメラからEV制御盤までの

EV監視盤又は警報盤からEV制御盤までの制御

出入口扉，三方枠及び幕板

点検用コンセント，煙感知器

EV制御盤への動力・照明用電源・アース・防災信号

機械室の床開口(機器搬入口の仮枠，補強及び復旧)

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠及び幕板
の固定用鋼材

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及びブラケット
受けピース

機械室内大梁又は昇降路内にフックの取付
（フックを含む）

EV制御盤又は監視盤までの保守遠隔監視用

内　　　　容

・拡声設備（館内放送用）の配管・配線

配管・配線

EV制御盤から監視カメラ用の監視装置までの
配管・配線

（電話回線）及び緊急地震速報受信用の配管

及びインターホンの配管・配線

電源・接地線

機械室照明設備

支持柱他，昇降路内の鋼製部材一式
昇降路の中間ビーム･ブラケット･レールブラケット

ウエザーカバー，ベンドキャップ

開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の器具廻り取合い

切り込み及び補強

位置ボックス

衛生器具類・機器類取付け用壁補強

換気扇（取付枠共）

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

湯沸器

現場製作フード

ミニキッチン本体

ミニキッチン用換気送風機・ダクト

ミニキッチン用衛生配管

既製浴槽（ふたを含む）

浴室及び便所の床排水金物

洗濯機パン

洗面カウンター（既製品以外）

洗面カウンター（既製品）

フィッティングボード

乳幼児用ベッド・イス

大人が使用出来る大型ベッド

オストメイト用の汚物流し等

衛生陶器及び水栓類

ファンコイルカバー

家具組み込みの洗面器

フリｰアクセスフロアのコンセント

フリｰアクセスフロア床パネルの切り込み加工

フリーアクセスフロア用マーカー

フリーアクセスフロア内の防水堤

流し台，つり戸棚，水切り棚，コンロ台

レンジフード（既製品），換気扇

同上，出入口壁取合い部枠

浴室ユニット，複合浴室ユニット，
シャワーユニット

鏡（W600×H900まで）

鏡（W600×H900を越えるもの）

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用の
吊りボルト及びインサート

身障用手すり，背もたれ

下地補強を要するボードの切り込み及び下地補強

下地補強を要しないボードの切り込み

室内機と屋外機の渡り（連絡）配線

小便器用節水装置への電源供給

電気錠の本体・通電金物・扉内配線

防火・防煙シャッター及び二次側配線

防煙ダンパー本体

排煙口本体

排煙口連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

排煙窓本体・自動開閉装置

排煙窓連動制御装置の感知器取付け及び配線

防煙たれ壁本体・駆動装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器取付け及び配線

自動扉本体・駆動装置・検出装置（センサー）
及びキースイッチ以降の配線

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強
及びドアクローザー・フロアヒンジ

機器と付属操作スイッチの位置ボックスと
その渡り配管

電動シャッター操作ｽｲｯﾁ用位置ボックス及び配管

電動シャッター本体・操作ｽｲｯﾁ及びその間の配線

防火戸の連動制御器・煙感知器・自動閉鎖装置
・吸着板・ラッチ受座の取付け及び配線

自動扉キースイッチ及びキースイッチまでの

防煙ダンパー連動制御器・煙感知器の
取付け及び配線

防火・防煙シャッター連動制御器・煙感知器の
取付け・配線

機器付属の制御盤以降の配管・配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源用配管・配線

自動制御と動力盤との電源用の渡り配管・配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管・配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管・配線

注油口内アース端子よりのアース用配管・配線

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・信号
・アース用配管・配線

ポンプ及び電極棒用電源配管・配線

自動扉までの配管・配線・電源供給

配管・配線

電動シャッターまでの配管・配線・電源供給

電気錠の扉までの配管・配線及び
電気錠への電源供給

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔のスリーブ材及び取付け

補強を要する開口部の型枠材及び取付け

Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

Ｓ・ＳＲＣ梁貫通孔の鋼管スリーブ材及び取付け

スリーブ・型枠の穴埋め

使用されたスリーブの穴埋め

デッキプレートの貫通部切込み

貫通孔・開口部の補強

補強を要しない開口部の型枠材及び取付け

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ａ 別途 別途 別途 別途

RC造･RC部の梁･壁･床

の貫通孔・開口部

S･SRC造のS･SRC梁の

貫通孔

設備機器の基礎

昇降機関連

各室廻り

水廻り

外壁廻り

可動間仕切

雨水排水

雑排水，汚水排水，

煙突

ユニット型浄化槽

屋外オイルタンク

その他

その他躯体に準ずるもの

吊りボルト，インサート

電力・通信ハンドホール

工事区分表

ペーパーホルダー

Ｍ
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三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

○

○

Ｐ

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｐ Ｐ Ｐ

○

○

○

○ Ａ又はＰは設計図による

○

○

洗面器はＰ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ポンプアップ管はＰ

○

○

○

表中　Ａ：建築工事，　Ｅ：電気設備工事，　Ｍ：空調換気設備工事，　Ｐ：給排水衛生設備工事，　EV：エレベーター設備工事　を示す
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配置図

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
Ｎ

土嚢作成

保管置場

▼
隣

地
境

界
線

▼隣地境界線

▲隣地境界線

▲
隣
地
境
界
線

▼
隣

地
境

界
線

▼
隣
地
境
界
線

▼
隣

地
境

界
線

▲隣地境界線

▲隣地境界線

▲
隣

地
境
界

線

前面道路
法42条1項1号

（幅員10m）

訓練用放水壁

前面道路
法42条1項1号

（幅員5m）

▲
隣
地
境
界

線

ボンベ庫

駐輪場

訓練塔

▲
隣
地
境
界
線

ス
ロ

ー
プ
（

造
成

工
事
）

▼道路境界線

庁舎棟



ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

【庁舎棟】空調設備　機器表
―

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様 台数

1

電　源　仕　様

備　考
電圧

(V)

電気容量相

(φ) (kW)

空 調 設 備 　 機 器 表

ACP-1

パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ

暖房能力　28.0kW　(7.0～35.0)kW

HITACHI

3 200

化粧ﾊﾟﾈﾙ　ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ　冷媒分岐管　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ 相当品

天井埋込ｶｾｯﾄ形　4方向吹出　同時ﾂｲﾝ　高効率ﾀｲﾌﾟ

転倒防止金具(SUS製)　ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ基礎(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ)共

1階 事務室

パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ 3 200

化粧ﾊﾟﾈﾙ　ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ　冷媒分岐管　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ

冷房能力　12.5kW　(3.1～14.0)kW

暖房能力　14.0kW　(3.5～18.2)kW

1

パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ

HITACHI

200

相当品

冷房能力　7.1kW　(1.8～8.0)kW

暖房能力　8.0kW　(2.0～10.6)kW

化粧ﾊﾟﾈﾙ　ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ

1

H:1.77

ACR-1

天井埋込ｶｾｯﾄ形　4方向吹出　同時ﾂｲﾝ　高効率ﾀｲﾌﾟ

天井埋込ｶｾｯﾄ形　4方向吹出　高効率ﾀｲﾌﾟ

1ル ー ム エ ア コ ン 壁掛形 1

HITACHI

相当品

転倒防止金具(SUS製)　ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ基礎(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ)共

転倒防止金具(SUS製)　ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ基礎(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ)共

転倒防止金具(SUS製)　ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ基礎(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ)共

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

200

2階 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

2階 女子休憩ｽﾍﾟｰｽ

ACP-2 2

HITACHI

相当品

2階 食堂・厨房

1階 講堂

ACP-3

冷房能力　5.6kW　(0.5～6.0)kW

暖房能力　6.7kW　(0.4～11.9)kW

H:1.48

C:1.60

1

転倒防止金具(SUS製)　ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ基礎(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ)共

ル ー ム エ ア コ ン 壁掛形ACR-2 100

冷房能力　2.2kW　(0.4～3.5)kW

暖房能力　2.5kW　(0.3～6.0)kW

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

C:0.40

H:0.43

HITACHI

相当品

2階 脱衣室

1階 相談室16

2階 仮眠室(1)～(14)

1. 電気容量は参考とする。

2. 室内外の渡り配線は冷媒管共巻きとし本工事とする。室外機への電源送りは電気工事とする。

3. 個別ﾘﾓｺﾝ取付･ﾘﾓｺﾝ配線は本工事とし､壁内配管及びﾎﾞｯｸｽは電気工事とする。

010

冷房能力　25.0kW　(6.3～28.0)kW

C:8.01

H:7.20

RCI-GP280RGHP3

C:2.89

H:2.88

RCI-GP140RGHP6

C:1.76

RCI-GP80RGHJ6

RAS-XJ56N2

RAS-XJ22N

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

【庁舎棟】空調設備　１階平面図
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1階平面図

自販機

倉庫

タイヤ庫

階段③

階段②

階段①

1号車

指揮

車庫-2

消

消

消

車庫-1

救急
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1号車

救急
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ポンプ
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搬送

1号車

1号車

化学

消

中2F 救急消毒室

救急備品庫

資機材庫

水防倉庫
油庫

消

消

倉庫

MWC-2

PS

準備室

書庫

EPS
PS

WWC

出動

PS

HWC
MWC-1

講堂

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

更衣室

給湯

事務室

応接

受付

PSD

RD R

R
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R D
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D

D

R

R D

RDR

D

D

HEX

講堂

1

D

D

40, ,A

D

ACP

事務室

ACR

相談室

1 2

ACP

講堂

2

地中配管

,20, 20 20

40 40

,40

25

25

40,

A

B25,

30

,30

25

20

25, 40

50

水槽へ接続

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ40

20

30

D C C

D

C

C

C

C

C

※ 冷媒管ｻｲｽﾞは参考とする。

※　　　　　　　　はﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを示す。

※　　　は、天井点検口 450×450(別途建築工事)を示す。

A

番　号 液管，ガス管

冷媒管サイズ表

B

C

6.35φ， 9.52φ

9.52φ，15.88φ

12.7 φ，25.4 φ

6.35φ，12.7 φ

D

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ12.5+12.5　両面張(FP060NP-0174)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ21+21　　　片面張(FP060NP-0007)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は遮音壁を示す。（GW24K　ｔ50充填）

※　ﾄﾞﾚﾝ配管には防臭対策(ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ)を施すこと。

※　ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞは東光機材ACV-LV30,50相当品とする。

0111/100

D

D

地中配管

30

雨水桝(建築工事)へ接続

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ30

30

相談室

50

雨水桝(建築工事)へ接続

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ50

D

50地中配管

25

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
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SCALE
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設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｎ

【庁舎棟】空調設備　２階平面図
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2階平面図

OPEN

屋根

（設備スペース）

脱衣

PS

UB

WC PS

仮眠室(13)

仮眠室(14)

女子

休憩

ｽﾍﾟｰｽ

庇PS
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消

消

倉庫(1) 手洗い
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道具
PS

MWC-3

庇

庇

廊下

仮眠室(1) 仮眠室(2) 仮眠室(3) 仮眠室(4) 仮眠室(5) 仮眠室(7) 仮眠室(8) 仮眠室(9) 仮眠室(10) 仮眠室(11) 仮眠室(12)仮眠室(6)
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消 消
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2
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女子休憩スペース

5

1

2

R
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2

仮眠室(14)

R

3

ACP

(室外機)

1階講堂

2

ACP

食堂・厨房
(室外機)

HEX

(室外機)
1階講堂

1

ACR

(室外機)

2

ACR

(室外機)

2

ACR

(室外機)

1

女子休憩スペース

仮眠室(13)

仮眠室(14)

ACP

トレーニングルーム
(室外機)

ACP

食堂・厨房

2

3 2

ACP

(室外機)

1階事務室
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脱衣室

(室外機)

2 1

ACR

(室外機)
1階相談室

2
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25

40

,30, A
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C
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RD R D

40, ,A D

※ 冷媒管ｻｲｽﾞは参考とする。

※　　　　　　　　はﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを示す。

A

番　号 液管，ガス管

冷媒管サイズ表

B

C

6.35φ， 9.52φ

9.52φ，15.88φ

12.7 φ，25.4 φ

6.35φ，12.7 φ

D

※　　　は、天井点検口 450×450(別途建築工事)を示す。

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ21+21　　　片面張(FP060NP-0007)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ12.5+12.5　両面張(FP060NP-0174)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は遮音壁を示す。（GW24K　ｔ50充填）

※　ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞは東光機材ACV-LV30,50相当品とする。

※　ﾄﾞﾚﾝ配管には防臭対策(ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ)を施すこと。

A x2,30 A Ax3,30 x4,30A ,保温付ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ

壁内配管

ACRACR

仮眠室(10) 仮眠室(11)

ACR

仮眠室(9)

2 2 2

ACR

2

仮眠室(12)
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2

ACR

仮眠室(7)

2

ACR

仮眠室(6)

2

ACR

仮眠室(5)

2

ACR

仮眠室(4)

2

ACR

仮眠室(3)

2

ACR

仮眠室(2)

2

ACR

仮眠室(1)

2

※　室外機のﾄﾞﾚﾝ配管は最寄りの排水溝へ放流のこと。

壁内配管 A ,30

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ30

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ3030 A ,保温付ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ

壁内配管

排水溝へ放流

DD

50

排水溝へ放流

50 ,20,

RDR D

20

D

20C C

D

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ30

0121/100

(GH-2用)
間接排水口25間接排水口25

(GH-1用)
50 間接排水口25

(GH-1用)
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D
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三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE
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- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

―

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様 台数

1

電　源　仕　様

備　考
電圧

(V)

電気容量相

(φ)

相当品

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様 台数

電　源　仕　様

備　考
電圧

(V)

電気容量相

(φ)

全 熱 交 換 器HEX-1

（ 2 4時 間 換 気 ）

外気処理ﾕﾆｯﾄ(天井埋込形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ) 1階 講堂

MITSUBISHI

MAｽﾏｰﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　室外ﾕﾆｯﾄ(PUSY-FP80MH)　他付属品 3 200

(1)

2001

C:1,470

H:1,670

(W)

635

1全 熱 交 換 器

MITSUBISHI

1 100

ﾛｽﾅｲｺﾝﾊﾟｸﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　他付属品

HEX-5 2階 廊下315

全 熱 交 換 器 1 100

（ 2 4時 間 換 気 ） (2)

2

MITSUBISHI

2階 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

2階 女子休憩ｽﾍﾟｰｽ

128

ｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙ　ﾛｽﾅｲｺﾝﾊﾟｸﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　他付属品

天井埋込形　ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ

HEX-6

(W)

全 熱 交 換 器

（ 24時 間 換 気 ）

HEX-7

MITSUBISHI

天井埋込形　ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙ 1 100 39

1. 電気容量は参考値、機器の能力は記載数値以上とする。

2. 24時間換気対応機器は国土交通省告示第274号適合とする。

3. 数量欄の(  )内数値は上記数量のうち24時間換気とする数量を示す。

4. 屋外ﾌｰﾄﾞは指定色焼付塗装仕上とする。

5. 全熱交換器のﾘﾓｺﾝ取付･ﾘﾓｺﾝ配線は本工事とし､壁内配管及びﾎﾞｯｸｽは電気工事とする。

MITSUBISHI

有 圧 換 気 扇 低騒音形 1 100 1階 倉庫･ﾀｲﾔ庫

電動式ｼｬｯﾀｰ　ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　他付属品共

1FE-2

換気設備　機器表（１）

【庁舎棟】換気設備　機器表（１）

ﾀﾞｸﾄ径　250φ　　風量　800ｍ3/h　　静圧　100Pa

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ×2共

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　400ｍ3/h　　静圧　80Pa

ﾀﾞｸﾄ径　150φ　　風量　250ｍ3/h　　静圧　30Pa

ﾀﾞｸﾄ径　100φ　　風量　50ｍ3/h　　静圧　10Pa

2階 仮眠室(1)～(14)14

(14)

羽根径　20cm　　風量　650ｍ3/h　　静圧　20Pa

28

LKY-50RX 相当品

LGH-N25CX2 相当品

LGH-N80RDF3-60 VL-130ZS3 相当品

EWF-20YSA2 相当品

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ共

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ×2共

FE-1

MITSUBISHI

1階 車庫-1有 圧 換 気 扇 低騒音形 1 1002

羽根径　30cm　　風量　1,650ｍ3/h　　静圧　20Pa

65

EWF-30BSA2 相当品

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)100φ×2共

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)100φ×26

電動式ｼｬｯﾀｰ　ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　他付属品共

1全 熱 交 換 器

MITSUBISHI

1 100

ﾛｽﾅｲｺﾝﾊﾟｸﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　他付属品

（ 24時 間 換 気 ） (1)

2階 食堂・厨房天井埋込形　DCﾏｲｺﾝHEX-2

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)250φ共

540

LGH-N80RXV 相当品

1全 熱 交 換 器

（ 24時 間 換 気 ） MITSUBISHI(1)

1 100 1階 事務室445

ﾛｽﾅｲｺﾝﾊﾟｸﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　他付属品

1全 熱 交 換 器

MITSUBISHI

1 100

ﾛｽﾅｲｺﾝﾊﾟｸﾄﾘﾓｺﾝ　防振吊金具　他付属品

1階 出動準備室340

天井埋込形　DCﾏｲｺﾝ

天井埋込形　DCﾏｲｺﾝ

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　650ｍ3/h　　静圧　100Pa

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　500ｍ3/h　　静圧　100Pa

LGH-N65RXW 相当品

LGH-N50RXW 相当品

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ共

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ共

HEX-4

HEX-3

ﾀﾞｸﾄ径　250φ　　風量　800ｍ3/h　　静圧　130Pa

013

MITSUBISHI

1 1001中 間 フ ァ ン ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　天吊埋込ﾀｲﾌﾟ　消音形

防振吊金具　他付属品

1階 MWC-187.5

MITSUBISHI

1 1001中 間 フ ァ ン ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　天吊埋込ﾀｲﾌﾟ　消音形

防振吊金具　他付属品

87.5 1階 水防倉庫･資機材庫

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　450ｍ3/h　　静圧　60Pa

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　400ｍ3/h　　静圧　50Pa

BFS-50SUG2 相当品

BFS-50SUG2 相当品

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ共

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)200φ共

MITSUBISHI

1 1001FE-3 中 間 フ ァ ン

防振吊金具　他付属品

FE-4

FE-5

ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　厨房用

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防虫網付)30cm共

300

BFS-100SXA2 相当品

2階 食堂・厨房

ﾀﾞｸﾄ径　200φ　　風量　1,150ｍ3/h　　静圧　180Pa

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ(電気設備へ支給)　天吊金具　他付属品

天井ｶｾｯﾄ形　ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE
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- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

―

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様 台数

電　源　仕　様

備　考
電圧 電気容量相

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様 台数

電　源　仕　様

備　考
電圧

(V)

電気容量相

(φ) (W)

1. 電気容量は参考値、機器の能力は記載数値以上とする。

2. 24時間換気対応機器は国土交通省告示第274号適合とする。

3. 数量欄の(  )内数値は上記数量のうち24時間換気とする数量を示す。

4. 屋外ﾌｰﾄﾞは指定色焼付塗装仕上とする。

5. 全熱交換器のﾘﾓｺﾝ取付･ﾘﾓｺﾝ配線は本工事とし､壁内配管及びﾎﾞｯｸｽは電気工事とする。

換気設備　機器表（２）

【庁舎棟】換気設備　機器表（２）
014

天 井 換 気 扇 低騒音形

天吊金具　他付属品

1 100

MITSUBISHI

1階 更衣室9.31

ﾀﾞｸﾄ径　100φ　　風量　50ｍ3/h　　静圧　20Pa

VD-10ZC13 相当品

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)100φ共

1 1 1階 給湯室レンジフードファン 本体及び据付：建築工事 100

ﾀﾞｸﾄ工事及びSUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ：本工事

FE-14

ベ ン チ レ ー タ ー 1階 油庫

SanwaVentilator

防爆形強制換気用　先端型

引火防止金網(SUS製)　他付属品共

1 1001 15

羽根径　20cm　　風量　200ｍ3/h　　静圧　20Pa

S-200SP 相当品

FE-13

天 井 換 気 扇 1 100

MITSUBISHI

1 2階 UB2～3部屋換気用　低騒音形 35.5

ﾀﾞｸﾄ径　100φ　　風量　150ｍ3/h　　静圧　80Pa

副吸込ｸﾞﾘﾙ×2　天吊金具　他付属品 VD-18ZFPC13 相当品

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)100φ共

FE-12

FE-11

MITSUBISHI

1 1001中 間 フ ァ ン 4～6部屋換気用　低騒音形 2階 脱衣室58

天吊金具　他付属品

天 井 換 気 扇

天吊金具　他付属品

低騒音形 1階 MWC-2

2階 MWC-3

1 100

MITSUBISHI

2 49

天 井 換 気 扇 低騒音形

天吊金具　他付属品

1 100

MITSUBISHI

1 1階 HWC

ﾀﾞｸﾄ径　150φ、100φ　　風量　250ｍ3/h　　静圧　40Pa

ﾀﾞｸﾄ径　150φ　　風量　300ｍ3/h　　静圧　50Pa

ﾀﾞｸﾄ径　100φ　　風量　150ｍ3/h　　静圧　70Pa

23

VD-20ZC13 相当品

V-18MPSX3 相当品

VD-15ZPC13 相当品

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ共

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ共

天 井 換 気 扇

天吊金具　他付属品

低騒音形 1 1002

MITSUBISHI

1階 倉庫、書庫23.5

ﾀﾞｸﾄ径　150φ　　風量　200ｍ3/h　　静圧　30Pa

VD-17ZSC13 相当品

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ×2共

SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)100φ共

1 100中 間 フ ァ ン ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ　天吊埋込ﾀｲﾌﾟ　消音形

防振吊金具　他付属品

65 1階 WWC2

MITSUBISHI

1階 救急消毒室･救急備品庫ﾀﾞｸﾄ径　150φ　　風量　350ｍ3/h　　静圧　100Pa

BFS-40SUG2 相当品SUS製軒天用ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ

SUS製深形ﾌｰﾄﾞ(ｷﾞｬﾗﾘ付)150φ共

(V)(φ) (W)

FE-6

FE-7

FE-8

FE-9

FE-10

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
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Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

―

換気設備　制気口リスト

1

ｍ3/h ｍ3/h ｍ3/h ｍ3/h

SA RA OA EA

型式 寸法

HS 250×250 350×350×300H 2

階 室　　名 系　統

風　　量 制　　気　　口

備　考

個数

内貼

GW25t

ボックス

事務室

250

250

VHS 250×250 350×350×300H 2○

1 相談室 150

150

HS 200×200 300×300×250H 1

VHS 200×200 300×300×250H 1○

350 VHS 300×300 400×400×300H 1

出動準備室1 VHS 1300 250×250 350×350×300H

HS 250×250 350×350×300H 2250

250 VHS 250×250 350×350×300H 2○

1 倉庫 VHS 1200 200×200 300×300×250H

1 WWC VHS 1200×200300 300×300×300H

175 HS 200×200 300×300×250H 2

1 MWC-1 HS150 150×150 250×250×250H 3

講堂1 HS 2

VHS 2○

HEX-1

HEX-1

400 300×300 400×400×300H

400 300×300 400×400×300H

1 HEX-1エントランス VHS 1800 350×350 450×450×350H

救急消毒室・救急備品庫1 HS350 300×300 400×400×250H 1

水防倉庫・資機材庫1 HS 1400 250×250 350×350×300H

ｍ3/h ｍ3/h ｍ3/h ｍ3/h

SA RA OA EA

型式 寸法

HS 2

階 室　　名 系　統

風　　量 制　　気　　口

備　考

個数

内貼

GW25t

ボックス

VHS 2○

VHS 1

2 食堂・厨房HEX-3

HEX-3

HEX-3

HEX-3

HEX-3

HEX-3

HEX-4

HEX-4

HEX-4

HEX-4

HEX-2

HEX-2

HEX-2

400

400

800

300×300 400×400×300H

300×300 400×400×300H

400×400 500×500×350H

015

150

150

HS 1

VHS 1○

2 倉庫(1) HEX-5

HEX-5

150×150 250×250×250H

150×150 250×250×250H

150

150

HS 1

VHS 1○

2 HEX-5

HEX-5

手洗い 200×200 300×300×250H

200×200 300×300×250H

HS 1

VHS 1○

2 HEX-5

HEX-5

150×150

150×150

倉庫(2) 100 250×250×200H

250×250×200H100

女子休憩スペース2

2

VHS 1HEX-6 250 250×250 350×350×250H

VHS 1HEX-6 250 250×250 350×350×250H

HS 150×150100 250×250×200H 1

2 廊下 VHS 1400HEX-5 250×250 350×350×300H

OA 350 VHS(F) 300×300 ○400×400×350H 1
SUS製深形ﾌｰﾄﾞ

(ｷﾞｬﾗﾘ付)250φ

※ 制気口、SUS製深形ﾌｰﾄﾞは全て指定色焼付塗装仕上とする。

FE-6

FE-4

FE-6

FE-5

FE-7

【庁舎棟】換気設備　制気口リスト・排気フード明細表

排 気 フ ー ド 明 細 表

鋳物大型ｺﾝﾛ

ｶﾞｽ炊飯器

3口ｸﾞﾘﾙ付ﾋﾞﾙﾄｲﾝｺﾝﾛ

機器名称

A

記号

※ 排気ﾌｰﾄﾞは水抜き用ｺｯｸ(2ｹ)付とする。

LPｶﾞｽ(kW)

ｶﾞｽ消費量

計算式

換気量
付属品ﾌｰﾄﾞ材料・寸法

ｍ3/ｈ

設計換気量

ｍ3/ｈ

計算換気量

V=40･K･Q 104.16

256.68

1,150

(FE-3)

両面1連式

(防火ｼｬｯﾀｰ付)

低圧損型ｸﾞﾘｽﾌｨﾙﾀｰ

1,600 × 650 × 600H

SUS430 × 1.0t

10.5

2.8

6.9

390.6

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
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Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｍ

Ｎ

3202604,200600

3202,650 4,7806,1751,8153,4604,800

320 7,680 7,930 8,070260

270 4,200 24,000 600

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

1,850 3,780

Ｅ
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１

1階平面図

階段③

階段②

階段①

1号車

指揮

車庫-2

消

消

消

車庫-1

救急

2号車

1号車

救急

1号車

ポンプ

1号車

タンク

搬送

1号車

1号車

化学

消

資機材庫

水防倉庫

消

消

倉庫

MWC-2

PS

EPS
PS

WWC

PS

更衣室

応接

PS

1/100
【庁舎棟】換気設備　１階平面図

016

倉庫

タイヤ庫

中2F

救急消毒室

救急備品庫 油庫

講堂

準備室

出動

書庫

給湯

事務室

相談室

受付

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

MWC-1
HWC

自販機

200φ

EAGﾎﾞｯｸｽ:500Wx500Dx500H

EAGﾎﾞｯｸｽ:1600Wx500Dx500H

FD FD

200φ

救急消毒室・救急備品庫

FE

FE

車庫-1

FE

倉庫・タイヤ庫

x2

SA

RA

EA

OA

EA
200φ

150φ

200φ

150φ

HEX

出動準備室

FE

書庫

HEX

FE

更衣室

事務室

FE FE

HWC WWC

FE

MWC-2
FE

倉庫

HEX

講堂
OA

R
A

E
A

S
A

RA

EA

150φ

150φ

200φ

200φ

200φ,200φ

200φ200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ
200φ

150φ

O
A

E
A

S
A

R
A

200φ,200φ

250φ

200φ 200φ

250φ

200φ 200φ

250φ 250φ

EA

150φ,150φ

1

1

2

EA
VD

150φ

EA

150φ

VD

EA

200φ

200φ

水防倉庫・資機材庫

FE

(溜桝天端+100取付)
引火防止金網(SUS製)

EA

200φ

FE

給湯

給気窓(建築工事)x4

※　　　は、天井点検口 600×600、450×450(別途建築工事)を示す。

※　　　　　　　　はﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを示す。

※　　　印は、ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘまたはｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ(別途建築工事)を示す。

※　全熱交換器の一次側給排気ﾀﾞｸﾄは、保温施工とする。

※　ﾀﾞｸﾄは外壁に向かって下がり勾配とし､雨水侵入を防止とする。

※　制気口及びﾌｰﾄﾞは指定色焼付塗装品とする。

※　　　印は、24時間換気対応を示す。

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ12.5+12.5　両面張(FP060NP-0174)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ21+21　　　片面張(FP060NP-0007)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は遮音壁を示す。（GW24K　ｔ50充填）

E
A

E
A

E
A

FE

MWC-1

VD

150φ100φ

E
A

200φ 100φ

150φ

200φ150φ

VD

E
A

150φ

150φ

4

3

6 5

8

9

610414

11

9

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
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Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%

Ｎ

Ｍ

階段①

階段②

階段④

570

3201,6801,0151,43595011,1002,4705,530 320

7,7508,2507,6803204,2004,050

60024,0008,2501,850

ＡＥ Ｄ Ｃ Ｂ

2階平面図

EPS

PS

消

消

掃除
道具
PS

MWC-3

庇

庇

消 消

1/100

屋根

（設備スペース）

仮眠室(14)PS

UB

脱衣

WC
PS

仮眠室(13)

庇

女子

休憩

ｽﾍﾟｰｽ

PS

倉庫(2)

PS

食堂・厨房

OPEN

脱衣室

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

倉庫(1) 手洗い

仮眠室(1) 仮眠室(2) 仮眠室(3) 仮眠室(4) 仮眠室(5) 仮眠室(7) 仮眠室(8)

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

仮眠室(9) 仮眠室(10) 仮眠室(11) 仮眠室(12)

【庁舎棟】換気設備　２階平面図
017

食堂・厨房

HEX

7

仮眠室(13)

HEX

トレーニングルーム

HEX

EA

RA

SA SA

RA

R
A

R
A

EA

OA

R
A

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ 150φ

200φ

200φ

150φ 100φ

200φ

200φ

100φ

100φ

EA

O
A

SA

RA

E
A

100φ,100φ

EA

150φ

150φ

HEX

仮眠室(1)

HEX HEX HEX HEX HEX HEX HEX HEX HEX HEX

仮眠室(2) 仮眠室(3) 仮眠室(4) 仮眠室(5) 仮眠室(6) 仮眠室(7) 仮眠室(8) 仮眠室(9) 仮眠室(10) 仮眠室(11)

HEX

廊下

HEX

女子休憩スペース

100φx2100φx2100φx2100φx2100φx2100φx2100φx2100φx2100φx2

100φx2

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

5

6

6

150φ

FE

脱衣室

100φ
E
A

100φ

HEX

7

仮眠室(12)

100φx2

100φ

E
A

100φ

7

HEX

仮眠室(14)

FE

UB

EA

150φ

EA

200φ

EA

200φ

100φ

100φ

250φ

250φ

250φ

200φ 200φ

200φ

200φ

2 12

※　　　　　　　　はﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを示す。

※　　　印は、ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘまたはｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ(別途建築工事)を示す。

※　全熱交換器の一次側給排気ﾀﾞｸﾄは、保温施工とする。

※　　　は、天井点検口 450×450(別途建築工事)を示す。

※　　　印は、24時間換気対応を示す。

※　　　　　　　　は遮音壁を示す。（GW24K　ｔ50充填）

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ12.5+12.5　両面張(FP060NP-0174)耐火1時間認定

※　　　　　　　　は異種用途区画を示す。GB-Fｔ21+21　　　片面張(FP060NP-0007)耐火1時間認定

※ 建築基準法に基づく換気量計算(火気使用)

・V = 40･K･Q

V: 必要換気量  （m3/h）

K: 理論廃ガス量（m3/kWh）

Q: 燃料消費量  （kW）

食堂・厨房

ｶﾞｽ使用器具： 3口ｸﾞﾘﾙ付ﾋﾞﾙﾄｲﾝｺﾝﾛ　10.5kw

ｶﾞｽ炊飯器　　　　　　2.8kw

鋳物大型ｺﾝﾛ　　　　　6.9kw

計　20.2kw

・V = 40･K･Q = 40 × 0.93 × 20.2 = 751.44 m3/h

VD

E
A

250φ

250φ

200φ

BOX 400x400x300H

A

・設計換気量：1,150 m3/h(FE-3)

・換気量確認：751.44 m3/h ＜ 1,150 m3/h → OK

150φ

E
A

FE

MWC-3

100φx2100φx2

仮眠室(6)

廊下

食堂・厨房

FE

3

8

7

※　ﾀﾞｸﾄは外壁に向かって下がり勾配とし､雨水侵入を防止とする。

※　制気口及びﾌｰﾄﾞは指定色焼付塗装品とする。

※　外気取入れﾀﾞｸﾄは､保温施工とする。

EA

200φ

2
,
0
0
0

▽屋根

FE

油庫

13

等辺山形鋼 50x50x5t

(SUS304)

6
0
0

500

300

6
0
0

架台参考図　S=1/20

正面 側面

ベンチレーター取付参考図　S=1/50

2
,
0
0
0

▽屋根

13

油庫

FE

200φ

架台取付

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）
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Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号

A3：

A2：

A2の71%
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１

1階平面図

階段③

階段②

階段①

1号車

指揮

車庫-2

消

消

消

車庫-1

救急

2号車

1号車

救急

1号車

ポンプ

1号車

タンク

搬送

1号車

1号車

化学

消

資機材庫

水防倉庫

消

消

倉庫

MWC-2

PS

EPS
PS

WWC

PS

更衣室

応接

PS

1/100

中2F

タイヤ庫

倉庫

救急備品庫

救急消毒室

油庫

出動

準備室

書庫

給湯
事務室

相談室

受付
ｴﾝﾄﾗﾝｽ

MWC-1
HWC

自販機

講堂
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ACP

事務室

ACR

相談室

1 2

ACP

講堂

2

HEX

出動準備室

HEX

1
HEX

事務室

講堂

VR

VR

AR

3.配線図は参考とし各ﾒｰｶｰの仕様にて施工を行う事。

2.ﾘﾓｺﾝ取付、ﾘﾓｺﾝ配線工事は本工事とする。

　冷媒配管共巻とする。

1.室外機、室内機の渡り配線(制御線、操作線)は本工事とし

EM-CEE-S 1.25mm2-2C

室内外制御線

室内外電源線

EM-CEE-S 1.25mm2-2C

EM-CE     2.0mm2-3C

2

1

3 EM-CE     2.0mm2-3C 室内外電源線

室内機

室外機

室内機

1

2

1

ACP系統

配線凡例

同時ﾂｲﾝ・ｼﾝｸﾞﾙ

　又、ﾘﾓｺﾝ取付ﾎﾞｯｸｽ、壁内配管(PF管)等は別途電気工事とする。

　又、室外機への電源は別途電気工事とする。

4.ARは空調ﾘﾓｺﾝ、VRは全熱交換器ﾘﾓｺﾝを示す。

室外機

室内機

3

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

ACR系統 HEX系統

全熱交換器

2

3

4

VR

AR

ﾘﾓｺﾝ線

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



VR AR

ＮＯＴＥ JOB.No TITLE DWG.No

SCALE

DATE

- -

設
計
者

Ai2019.11.1

一級建築士

第340646号

佐藤　彰洋 行保　公嗣

第350767号

一級建築士
寺川 智也

株式会社 あい設計 福山支社
一級建築士事務所 広島県知事登録 19（1）第4571 号
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A2：

A2の71%
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2階平面図

EPS

PS

消

消

掃除
道具
PS

MWC-3

庇

庇

消 消

1/100

屋根

（設備スペース）

PS

OPEN

仮眠室(7)

仮眠室(14)

PS

UB

脱衣

WC PS

仮眠室(13)

ｽﾍﾟｰｽ

休憩

女子

庇

倉庫(2)

食堂・厨房
PS

脱衣室

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

倉庫(1) 手洗い

廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

仮眠室(1) 仮眠室(2) 仮眠室(3) 仮眠室(4) 仮眠室(5) 仮眠室(6) 仮眠室(9)仮眠室(8) 仮眠室(10) 仮眠室(12)仮眠室(11)
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3.配線図は参考とし各ﾒｰｶｰの仕様にて施工を行う事。

2.ﾘﾓｺﾝ取付、ﾘﾓｺﾝ配線工事は本工事とする。

　冷媒配管共巻とする。

1.室外機、室内機の渡り配線(制御線、操作線)は本工事とし

EM-CEE-S 1.25mm2-2C

室内外制御線

室内外電源線

EM-CEE-S 1.25mm2-2C

EM-CE     2.0mm2-3C

2

1

3 EM-CE     2.0mm2-3C 室内外電源線

室内機

室外機

室内機

1

2

1

ACP系統

配線凡例

同時ﾂｲﾝ・ｼﾝｸﾞﾙ

　又、ﾘﾓｺﾝ取付ﾎﾞｯｸｽ、壁内配管(PF管)等は別途電気工事とする。

　又、室外機への電源は別途電気工事とする。

4.ARは空調ﾘﾓｺﾝ、VRは全熱交換器ﾘﾓｺﾝを示す。

室外機

室内機

3

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

ACR系統 HEX系統

全熱交換器

2

VR AR

VR VR

ACRACR

仮眠室(10) 仮眠室(11)

ACR

仮眠室(9)

2 2 2

ACR

2

仮眠室(12)

ACR

仮眠室(8)

2

ACR

仮眠室(7)

2

ACR

仮眠室(6)

2

ACR

仮眠室(5)

2

ACR

仮眠室(4)

2

ACR

仮眠室(3)

2

ACR

仮眠室(2)

2

ACR

仮眠室(1)

2

ACR

2

仮眠室(13)

ACP

ACR

HEX

廊下

5

1

ACR

2

仮眠室(14)

3

ACP

(室外機)

1階講堂

2

ACP

食堂・厨房
(室外機)

HEX

1

ACR

(室外機)

2

ACR

(室外機)

2

ACR

(室外機)

1

女子休憩スペース

仮眠室(13)

仮眠室(14)

ACP

トレーニングルーム
(室外機)

ACP

食堂・厨房

2

3 2

ACP

(室外機)

1階事務室

ACR

脱衣室

(室外機)

2 1

ACR

(室外機)
1階相談室

2

1階講堂

(室外機)

ACR

脱衣室

2

HEX

6

女子休憩スペース

トレーニングルーム

HEX

6

食堂・厨房

HEX

2

ﾘﾓｺﾝ線

三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）



工  事  名  称

［工 事 概 要］
 三原市下北方一丁目

《工事予算内訳》 設 計 金 額 ￥ （税込み）

 三原西消防署庁舎建設工事（空調換気設備工事）

〈 内    訳 〉

参　考　数　量　書

用 途 , 構 造 , 面 積

工 事 範 囲  空調換気設備工事

別 途 工 事  建築主体工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事

工 期  契約締結日の翌日から　令和 ８年１月２６日までを工期とする．

一 般 事 項

区 分 金　　　　額 　　　　　　　　　摘　　　　要

工 事 価 格

消 費 税 額

設 計 金 額



工事費内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接工事費

機械設備工事
1

式
計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費
1

式



工事種別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
空調換気設備工事

1
式

計



空調換気設備工事 種目別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
1.庁舎棟（補助対象）

1
式

2.庁舎棟
1

式
計



空調換気設備工事 科目別内訳

1.庁舎棟（補助対象）

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
空気調和設備

1
式

換気設備
1

式
自動制御設備

1
式

計



空調換気設備工事 科目別内訳

2.庁舎棟

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
換気設備

1
式

計



空調換気設備工事 中科目別内訳

1.庁舎棟（補助対象）

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
空気調和設備 機器設備

1
式

空気調和設備 配管設備
1

式
計

換気設備 機器設備
1

式
換気設備 ダクト設備

1
式

計

自動制御設備
1

式
計



空調換気設備工事 中科目別内訳

2.庁舎棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
換気設備 機器設備

1
式

換気設備 ダクト設備
1

式
計



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 空気調和設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ACP-1 天埋ｶｾｯﾄ4方向 同時ﾂｲﾝ 高効率ﾀｲﾌﾟ
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 冷房能力 25.0kw 1
ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 暖房能力 28.0kw 台
ACP-2 天埋ｶｾｯﾄ4方向 同時ﾂｲﾝ 高効率ﾀｲﾌﾟ
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 冷房能力 12.5kw 2
ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 暖房能力 14.0kw 台
ACP-3 天埋ｶｾｯﾄ4方向 高効率ﾀｲﾌﾟ
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 冷房能力 7.1kw 1
ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 暖房能力 8.0kw 台
ACR-1 壁掛形
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 冷房能力 5.6kW 1

暖房能力 6.7kw 台
ACR-2 壁掛形
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 冷房能力 2.2kW 16

暖房能力 2.5kw 台
搬入・据付費 別紙 00-0001

1
式

計



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 空気調和設備 配管設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
冷媒用 6.35外径( 1/4B) 液管
断熱材被覆銅管 厚10mm 124

ｍ
冷媒用 9.52外径( 3/8B) 液管
断熱材被覆銅管 厚10mm 103

ｍ
冷媒用 12.7 外径( 1/2B) 液管
断熱材被覆銅管 厚10mm以上 20

ｍ
冷媒用 9.52外径( 3/8B) ｶﾞｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 123

ｍ
冷媒用 12.7 外径( 1/2B) ｶﾞｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 1

ｍ
冷媒用 15.88外径( 5/8B) ｶﾞｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 103

ｍ
冷媒用 25.4 外径(1 B) ｶﾞｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 20

ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 16A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 4
(VP) ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 20A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 30
(VP) ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 25A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 28
(VP) ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 30A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 49
(VP) ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 40A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 37
(VP) ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ 屋内一般 50A
塩化ﾋﾞﾆﾙ管 54
(VP) ｍ
断熱ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ 20A

26
ｍ

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ 30A
4

個



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 空気調和設備 配管設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ 40A

1
個

ｴｱｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ 50A
1

個
間接排水口 25A

3
個

保温 別紙 00-0002
1

式
スリーブ工事費 別紙 00-0003

1
式

計



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
HEX-1 外気処理ﾕﾆｯﾄ
全熱交換器 天井埋込形加熱加湿付直膨ﾀｲﾌﾟ 1

250φ×800m3/h×100Pa 台
HEX-2 天井埋込形 DCﾏｲｺﾝ
全熱交換器 250φ×800m3/h×130Pa 1

台
HEX-3 天井埋込形 DCﾏｲｺﾝ
全熱交換器 200φ×650m3/h×100Pa 1

台
HEX-4 天井埋込形 DCﾏｲｺﾝ
全熱交換器 200φ×500m3/h×100Pa 1

台
HEX-5 天井埋込形 ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ
全熱交換器 200φ×400m3/h×80Pa 1

台
HEX-6 天井ｶｾｯﾄ形 ﾏｲｺﾝﾀｲﾌﾟ
全熱交換器 150φ×250m3/h×30Pa 2

台
HEX-7 天井埋込形 ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙ
全熱交換器 100φ×50m3/h×10Pa 14

台
搬入・据付費 別紙 00-0004

1
式

計



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 100㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 74

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 150㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 42

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 200㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 118

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 250㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 27

ｍ
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上

VHS 150×150 2
個

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上
VHS 200×200 4

個
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上

VHS 250×250 8
個

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上
VHS 300×300 5

個
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上

VHS 350×350 1
個

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上
VHS 400×400 1

個
ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上

HS 150×150 2
個

ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上
HS 200×200 2

個
ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上

HS 250×250 4
個

ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上
HS 300×300 4

個
深形フード 指定色焼付塗装仕上

SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 100φ 2
個



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
深形フード 指定色焼付塗装仕上

SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 200φ 1
個

深形フード 指定色焼付塗装仕上
SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 250φ 1

個
ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上

SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 100φ 26
個

ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上
SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 150φ 2

個
ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上

SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 200φ 4
個

制気口ボックス類 別紙 00-0005
1

式
保温 別紙 00-0006

1
式

スリーブ工事費 別紙 00-0007
1

式
計



空調換気設備工事 細目別内訳

1.庁舎棟（補助対象） 自動制御設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ 2mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井

253
ｍ

EM-CEE-Sｹｰﾌﾞﾙ 1.25mm2- 2C
ﾋﾟｯﾄ・天井 167

ｍ
EM-CEE-Sｹｰﾌﾞﾙ 1.25mm2- 2C

管内 20
ｍ

リモコン取付費
1

式
計



空調換気設備工事 細目別内訳

2.庁舎棟 換気設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
FE-1 低騒音形
有圧換気扇 30cm×1650m3/h×20Pa 2

電動式ｼｬｯﾀｰ ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 台
FE-2 低騒音形
有圧換気扇 20cm×650m3/h×20Pa 1

電動式ｼｬｯﾀｰ ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ 台
FE-3 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 厨房用
中間ファン 200φ×1150m3/h×180Pa 1

防振吊金具 台
FE-4 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 消音形
中間ファン 200φ×450m3/h×60Pa 1

防振吊金具 台
FE-5 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 消音形
中間ファン 200φ×400m3/h×50Pa 1

防振吊金具 台
FE-6 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 消音形
中間ファン 150φ×350m3/h×100Pa 2

防振吊金具 台
FE-7 4～6部屋換気用 低騒音形
中間ファン 150φ、100φ×250m3/h×40Pa 1

天吊金具 台
FE-8 低騒音形
天井換気扇 150φ×300m3/h×50Pa 2

天吊金具 台
FE-9 低騒音形
天井換気扇 150φ×200m3/h×30Pa 2

天吊金具 台
FE-10 低騒音形
天井換気扇 100φ×150m3/h×70Pa 1

天吊金具 台
FE-11 低騒音形
天井換気扇 100φ×50m3/h×20Pa 1

天吊金具 台
FE-12 2～3部屋換気用 低騒音形
天井換気扇 100φ×150m3/h×80Pa 1

副吸込ｸﾞﾘﾙ×2 天吊金具 台
FE-13 防爆形強制換気用 先端型
ベンチレーター 20cm×200m3/h×20Pa 1

台
排気フード SUS430×1.0t 1600×650×600H

両面1連式低圧損型ｸﾞﾘｽﾌｨﾙﾀｰ 1
防火ｼｬｯﾀｰ 組

ベンチレーター SUS304 L-50×50×5t
取付架台 300×500×600H 1

個



空調換気設備工事 細目別内訳

2.庁舎棟 換気設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
搬入・据付費 別紙 00-0009

1
式

計



空調換気設備工事 細目別内訳

2.庁舎棟 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 100㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 34

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 150㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 48

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 200㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 30

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ ｲﾝｻｰﾄ有 250㎜
(低圧ﾀﾞｸﾄ) 4

ｍ
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ形吹出口 指定色焼付塗装仕上

VHS(F) 300×300 1
個

ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上
HS 150×150 4

個
ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上

HS 200×200 2
個

ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上
HS 250×250 1

個
ｽﾘｯﾄ形吸込口 指定色焼付塗装仕上

HS 300×300 1
個

深形フード 指定色焼付塗装仕上
SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 100φ 1

個
深形フード 指定色焼付塗装仕上

SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 150φ 5
個

深形フード 指定色焼付塗装仕上
SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 200φ 1

個
深形フード 指定色焼付塗装仕上

SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付 250φ 1
個

ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上
SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 100φ 2

個
ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上

SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 150φ 3
個



空調換気設備工事 細目別内訳

2.庁舎棟 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ベントキャップ 指定色焼付塗装仕上

SUS製 軒天用 ｷﾞｬﾗﾘ付 200φ 1
個

ウェザーカバー 指定色焼付塗装仕上
SUS製 防虫網付 30cm 1

個
丸形 風量調節 150φ
ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 2

個
丸形 風量調節 200φ
ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 3

個
丸形 防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 200φ

2
個

引火防止金網 SUS製 200φ
1

個
チャンバー類 別紙 00-0010

1
式

制気口ボックス類 別紙 00-0011
1

式
保温 別紙 00-0012

1
式

スリーブ工事費 別紙 00-0013
1

式
計



空調換気設備工事 別紙明細

1.庁舎棟（補助対象） 空気調和設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
搬入・据付費 別紙 00-0001

1
式

搬入費 単独搬入 300㎏/m3未満
0.13

ｔ
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 12.5kW以下 2
据付 台

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋外機 床置き 防振基礎無し
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 25.0kW以下 1
据付 台

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 6.3kW以下 4
据付 台

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋外機 床置き 防振基礎無し
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 12.5kW以下 2
据付 台

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 7.1kW以下 1
据付 台

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋外機 床置き 防振基礎無し
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 7.1kW以下 1
据付 台

ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 屋内機 壁掛け 6.3kW以下
[ｾﾊﾟﾚｰﾄ形(圧縮機 1
屋外形)]据付 台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 屋外機 床置き 6.3kW以下
[ｾﾊﾟﾚｰﾄ形(圧縮機 1
屋外形)]据付 台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 屋内機 壁掛け 2.5kW以下
[ｾﾊﾟﾚｰﾄ形(圧縮機 16
屋外形)]据付 台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 屋外機 床置き 2.5kW以下
[ｾﾊﾟﾚｰﾄ形(圧縮機 16
屋外形)]据付 台

計



空調換気設備工事 別紙明細

1.庁舎棟（補助対象） 空気調和設備 配管設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
保温 別紙 00-0002

1
式

保温化粧ｹｰｽ 75 × 63
(樹脂製) 16

ｍ
冷媒管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 29
65A ｍ

冷媒管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 16
80A ｍ

冷媒管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 3
100A ｍ

排水管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 4
15A ｍ

排水管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 16
20A ｍ

排水管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 27
25A ｍ

排水管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 35
32A ｍ

排水管 保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 36
40A ｍ

計

スリーブ工事費 別紙 00-0003
1

式
空調・配管工事費

6
％

計



空調換気設備工事 別紙明細

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
搬入・据付費 別紙 00-0004

1
式

搬入費 複数搬入 300㎏/m3未満
0.12

ｔ
搬入費 複数搬入 200㎏/m3未満

0.11
ｔ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋外機 床置き 防振基礎無し
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ) 7.1kW以下 1
据付 台

全熱交換ﾕﾆｯﾄ 天井吊形 1,000m3/h以下
据付 3

台
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 天井吊形 500m3/h以下
据付 2

台
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 天井吊形 300m3/h以下
据付 2

台
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 天井吊形 100m3/h以下
据付 14

台
計



空調換気設備工事 別紙明細

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
制気口ボックス類 別紙 00-0005

1
式

ﾎﾞｯｸｽ ｲﾝｻｰﾄ無 0.5mm(～450mm)
(ｼｰﾙ有) 27.82

㎡
ﾎﾞｯｸｽ ｲﾝｻｰﾄ無 0.6mm(451～750mm)
(ｼｰﾙ有) 1.52

㎡
計

保温 別紙 00-0006
1

式
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K) ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 100㎜ 66

保温厚25 ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K) ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 150㎜ 12

保温厚25 ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K) ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 200㎜ 56

保温厚25 ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K) ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 250㎜ 10

保温厚25 ｍ
消音内貼り ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 消音ﾁｬﾝﾊﾞｰ

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ 保温厚25 10
㎡

計



空調換気設備工事 別紙明細

1.庁舎棟（補助対象） 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
スリーブ工事費 別紙 00-0007

1
式

換気・補助対象
6

％
計



空調換気設備工事 別紙明細

2.庁舎棟 換気設備 機器設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
搬入・据付費 別紙 00-0009

1
式

圧力扇 据付 300φ以下
2

台
圧力扇 据付 200φ以下

1
台

消音ﾎﾞｯｸｽ付 天井吊
送風機 据付 6

台
換気扇 据付 天井埋込形

7
台

換気扇 据付 200φ以下
1

台
一重ﾌｰﾄﾞ 据付

1.04
㎡

ｸﾞﾘｽ除去装置 0.3㎡以上
(ﾌｰﾄﾞ用V形)据付 1

個
防火ｼｬｯﾀｰ ～0.5
取付費 1

個
計



空調換気設備工事 別紙明細

2.庁舎棟 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
チャンバー類 別紙 00-0010

1
式

ﾁｬﾝﾊﾞｰ ｲﾝｻｰﾄ無 1.0mm(1501～2200mm)
(低圧用､ｼｰﾙ有) 2.9

㎡
計

制気口ボックス類 別紙 00-0011
1

式
ﾎﾞｯｸｽ ｲﾝｻｰﾄ無 0.5mm(～450mm)
(ｼｰﾙ有) 7.55

㎡
ﾎﾞｯｸｽ ｲﾝｻｰﾄ無 0.6mm(451～750mm)
(ｼｰﾙ有) 1.25

㎡
計

保温 別紙 00-0012
1

式
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K) ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 250㎜ 4

保温厚25 ｍ
消音内貼り ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 消音ﾁｬﾝﾊﾞｰ

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ 保温厚25 1
㎡

計



空調換気設備工事 別紙明細

2.庁舎棟 換気設備 ダクト設備

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
スリーブ工事費 別紙 00-0013

1
式

換気・ダクト工事
費 6

％
計



現場管理費(積上) 明細

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
広島県工事中情報
共有システム利用 1
料 式

計


